
■コーディネーター 自己紹介
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○増谷文生（ますたに・ふみお）

○１９７１年生 栃木県立宇都宮高校、大阪市立大（現大阪公立大）卒

○９４年に朝日新聞社入社、仙台、東京、名古屋、京都、大阪などで勤務

○２００５年以降、断続的に１０年、高等教育を取材

○現在は論説委員（教育） 兼 編集委員（高等教育）

※趣味：２匹の保護犬との散歩

私大連フォーラム 「生成系ＡＩとデジタル技術が切り拓く 大学教育の新時代」

パネルディスカッション

生成系ＡＩやデジタル技術の進展で大学教育はどう変わるか？
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■オンライン授業関連の記事

（２０２０年８月８日付夕刊）
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■生成ＡＩ関連の記事

（いずれも２０２２年４月２１日付朝刊）



朝日新聞×河合塾「ひらく 日本の大学」調査結果より

◎「生成ＡＩについて、大学として学生に見解を出しましたか？」
全体５４％ 国立大８６％ 私立大４９％ ３０００人以上９６％ ３００人未満３３％

◎「学生向けに出した見解で、使用を禁止したことは？」
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0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

プレゼンテーション・発表資料の作成

レポート作成

研究論文の作成

卒業論文の作成

小テスト

定期試験

学生向けの見解で生成ＡＩの使用を禁止

（２０２３年６～８月 ７７８大学中６４３大学が回答 回答率８３％）



朝日新聞×河合塾「ひらく 日本の大学」調査結果より

◎「入試の出願書類での
生成ＡＩの使用について」

◎「方向性を決定」「検討中」とした大学の対応
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

その他

専用ソフトなどで出願書類への使用を点検

使用した場合に申し出るよう求める

使用を全面的に禁止する

使用の有無で不公平が出ないように評価方法を工夫

「方向性を決定」「検討中」とした大学の対応

出願書類など入試での生成ＡＩの利用

対応の方向性を決定 対応を検討中 対応を検討していない



朝日新聞×河合塾「ひらく 日本の大学」調査結果より

◎（オンライン・データ活用）現在実施している取り組み
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

データを活用した授業改善や学生ケア

オンラインを活用した国内外の大学との連携

オンライン留学

オンライン授業（ハイブリッド型）

オンライン授業（オンデマンド型）

オンライン授業（同時双方向型）

現在実施している取り組み



朝日新聞×河合塾「ひらく 日本の大学」調査結果より

◎「特例を認めてもらい６０単位以上のオンライン授業を展開」
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0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

３００人未満

３００～９９９人

１０００～２９９９人

３０００人以上

「遠隔授業６０単位制限緩和」を活用



朝日新聞×河合塾「ひらく 日本の大学」調査結果より

◎「学部再編などによる特定成長分野（デジタル・グリーンなど）への
転換等支援制度の活用」
～２３年７月、初回公募で６７大学（公立１３、私立５４大学）が選定
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「学部再編等による特定成長分野への転換等支援」

活用する・活用する方向 検討中 活用しない その他 未回答


